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一
面
　
違
法
伐
採
対
策
の
国
際
セ
ミ
ナ

　
　
　
ー
を
開
催
　
８
カ
国
か
ら
合
法

　
　
　
木
材
供
給
対
策
を
発
表

二
面
　
新
し
い
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
普
及
の
た

　
　
　
め
の
技
術
研
修
会
を
開
催

三
面
　
講
演
録
＝
住
生
活
基
本
法
と
木

　
　
　
材
　
訃
報

　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　

　
違
法
伐
採
対
策

　
　
　
　
　
　
推
進
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
　
８
カ
国
が
合
法
木
材
供
給
対
策
を
発
表

　
　
「
Ｇ
ｏ
ｈ
ｏ
―
ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
築
を

in

G
oho

w
ood

　
全
木
連
は
二
月
二
十
六
、
二
十
七
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
「
違
法
伐
採
対
策
推
進
国

際
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
７
　　東
京
」
を
開
催
し
た
（
実
施
機
関
＝
違
法
伐
採
総
合
対
策
推
進
協

議
会
）。日
本
を
含
む
八
カ
国
が
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
基
づ
く
日
本
政
府
の
木
材
調
達
方
針
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
を
発
表
し
た
ほ
か
、
会
場
の
一
角
で
は
合
法
木
材
供
給
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
セ

ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
座
長
の
荒
谷
明
日
兒
新
潟
大
教
授
が
合
法
木
材
Ｐ
Ｒ
の
重
要
性
を
強
調

し
、「
世
界
中
の
　　　　　　―
　　　　　」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
て
締
め
く

く
っ
た
。

　　
冒
頭
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
松
岡

利
勝
農
林
水
産
大
臣
は
「
木
材
の
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

貿
易
や
流
通
を
行
う
こ
と
が
大
事
だ
。

来
年
は
日
本
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
が
、
そ
れ
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
が
開
発

さ
れ
、
違
法
伐
採
木
材
が
な
く
な
る
と

い
う
目
的
を
達
成
し
た
い
」
と
違
法
伐

採
木
材
の
根
絶
に
意
欲
を
示
し
た
。

　
続
い
て
、
ア
ム
ハ
・
ビ
ン
・
ブ
ア
ン

グ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
次
長
と
森
田
一
行

・
林
野
庁
貿
易
対
策
室
長
が
基
調
講
演

を
行
っ
た
。

　
ブ
ア
ン
グ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
は
、

「
フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
セ
ン
タ
ー
」
を
日
本

に
開
設
す
る
計
画
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

合
法
性
と
持
続
可
能
性
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
を
統
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
。

ま
た
、
合
法
木
材
に
関
す
る
政
策
や
定

義
が
国
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
は
「
輸

出
国
に
と
っ
て
困
難
」
と
指
摘
す
る
と

と
も
に
、「
違
法
伐
採
対
策
は
す
べ
て
の

木
材
に
対
し
て
無
差
別
で
あ
る
べ
き
で

あ
り
、
さ
ら
に
同
様
の
取
り
組
み
を
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
競
合
材
に
も
行
う

べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

　
森
田
室
長
は
、
違
法
伐
採
対
策
を
講

じ
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
①
地
球
環
境

の
保
全
②
正
当
な
コ
ス
ト
を
支
払
っ
て

い
な
い
木
材
が
市
場
に
出
回
る
と
、
結

果
的
に
輸
入
国
の
森
林
が
圧
迫
を
受
け

る
③
環
境
に
優
し
い
木
材
の
信
頼
性
を

確
保
す
る
　
　
の
三
点
を
指
摘
。
そ
の

上
で
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
よ
る
取
り

組
み
の
内
容
や
対
応
方
法
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、「
政
府
調
達
は
き
っ
か
け
。

こ
の
取
り
組
み
を
民
間
市
場
に
拡
大
し
、

環
境
に
優
し
い
木
材
・
木
製
品
の
利
用

拡
大
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
違
法
伐
採
対
策
の
大
き
な
課
題

だ
」
と
強
調
し
た
。

　
取
り
組
み
を
発
表
し
た
の
は
、
マ
レ

ー
シ
ア
（
サ
ラ
ワ
ク
州
）、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
、

日
本
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
（
ケ
ベ
ッ
ク

州
）、ア
メ
リ
カ
の
八
カ
国
。
そ
れ
ぞ
れ

が
伐
採
や
加
工
、
輸
送
、
輸
出
と
い
っ

た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

監
視
シ
ス
テ
ム
を
設
け
、
合
法
性
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
説
明
し
た
。

　
各
国
と
も
、
伐
採
や
輸
出
に
関
わ
る

企
業
に
登
録
を
義
務
付
け
た
り
、
証
明

書
を
発
給
し
た
り
と
い
っ
た
施
策
を
講

じ
て
合
法
性
確
保
に
努
め
て
い
る
。
民

間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
い
る

と
い
う
点
で
他
国
と
異
な
る
の
が
Ｐ
Ｎ

Ｇ
。
同
国
の
場
合
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

本
部
を
置
く
検
査
会
社
の
Ｓ
Ｇ
Ｓ
に
丸

太
輸
出
に
関
す
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の
運

用
が
委
託
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
場

合
は
、
違
法
行
為
に
つ
い
て
は
伐
採
よ

り
も
脱
税
の
方
が
深
刻
と
の
指
摘
が
あ

っ
た
。
買
い
手
に
対
し
、
代
金
を
さ
ま

四
面
　
平
成
　　
年
の
製
材
用
素
材
入
荷

１８

　
　
　
量
　
景
況
調
査

開会挨拶をする違法伐採総合対策推進協議会代表の
大熊幹章独立行政法人森林総合研究所理事長



企業経営に安心を提供します
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な
ど
の
備
え
に

ケ
ガ
・
病
気
入
院

第3者への事故対策に

木退共

積立終身

従業員の退職金の準備に

経営者の退職金などの準備に

おかげさまで30年
　　    中型グループ
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新
し
い
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
普
及
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
技
術
研
修
会
を
開
催

G
oho－

w
ood

　
全
木
連
は
、
製
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
関
す

る
技
術
研
修
会
を
二
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
開
催
し
た
。

　
製
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
は
、
改
正
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
複
数
の
規
格
が

一
つ
の
規
格
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
住
宅
産
業
に
お
い
て
は
性
能
志

向
が
強
く
、「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
等
の
動
き
を

反
映
し
て
品
質
・
性
能
が
確
か
で
信
頼

性
の
高
い
製
品
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

の
供
給
体
制
の
整
備
と
普
及
に
役
立
て

る
目
的
で
、
全
木
連
で
は
新
し
い
Ｊ
Ａ

Ｓ
に
対
応
し
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
生
産

・
利
用
マ
ニ
ア
ル
を
作
成
し
頒
布
す
る

と
と
も
に
木
材
加
工
業
者
等
へ
の
説
明

会
等
を
通
じ
て
、
広
く
情
報
提
供
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
マ
ニ
ア
ル
を
使
用
し
て
の
講
習
会
を
、

今
年
度
は
次
の
三
会
場
で
行
っ
た
。

　
二
月
二
十
六
日
＝
宮
崎
市
、
三
月
九

日=

大
阪
市
、
三
月
十
六
日
＝
盛
岡
市
。

　
大
阪
会
場
の
場
合
、
主
に
木
材
加
工

会
社
、
木
材
販
売
会
社
等
の
木
材
関
連

企
業
か
ら
約
五
十
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合

研
究
所
の
黒
田
尚
宏
氏
、
日
本
木
材
防

腐
工
業
組
合
の
石
田
英
生
氏
（
㈱
ザ
イ

エ
ン
ス
）。黒
田
講
師
か
ら
は
最
近
の
乾

燥
技
術
の
動
向
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
石

田
講
師
か
ら
は
今
回
の
改
正
で
大
き
く

変
更
に
な
っ
た
防
腐
関
係
の
規
格
と
㈱

ザ
イ
エ
ン
ス
関
東
工
場
に
お
け
る
保
存

処
理
工
程
の
事
例
紹
介
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
の
関
心
事
項
は
実
際
の
改
定

時
期
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
予
定
が

遅
れ
て
お
り
、
告
示
は
今
年
度
末
か
来

年
度
初
め
に
な
る
予
定
。

　
こ
の
技
術
研
修
会
に
引
き
続
い
て
、

日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
「
木
の

何
で
も
相
談
室
長
」
の
岡
野
健
氏
に
よ

る
、
木
材
表
示
推
進
セ
ミ
ナ
ー
も
行
わ

れ
、
最
後
に
、
開
催
地
の
大
阪
府
木
連

越
井
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
終
了
し
た
。

ざ
ま
な
口
座
に
分
け
て
振
り
込
む
よ
う

な
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は
違
法
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
カ
ナ
ダ
と

ア
メ
リ
カ
で
は
森
林
認
証
の
取
得
が
積

極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
各
国
の
発
表
後
、
各
発
表
者
を
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
需
要
者
と

し
て
の
立
場
か
ら
、
住
友
林
業
、
コ
ク

ヨ
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、
ア
ス
ク
ル
の
各
社

担
当
者
が
合
法
木
材
確
保
の
取
り
組
み

を
発
表
。

　
住
友
林
業
は
自
社
林
で
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
の

認
証
を
取
得
し
、
木
材
・
建
材
部
門
で

は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
Ｃ
ｏ
Ｃ
も
取
得
し
て
合
法

木
材
の
調
達
に
努
め
て
い
る
と
説
明
。

コ
ク
ヨ
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
は
合
法
木
材
に

対
す
る
認
知
度
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

と
、
森
林
認
証
を
取
得
し
て
い
る
森
林

が
少
な
い
こ
と
を
課
題
と
し
て
指
摘
し

た
。
オ
フ
ィ
ス
用
品
の
通
販
事
業
を
展

開
し
て
い
る
ア
ス
ク
ル
は
、
独
自
に
作

成
し
た
証
明
書
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
、
紙
製
品
な
ど
の
合
法
性
を

検
証
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
、
将
来
的
に
持
続

可
能
性
の
確
保
を
目
指
す
べ
き
だ
が
、

さ
し
あ
た
り
は
合
法
性
の
確
保
を
優
先

す
る
べ
き
だ
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
、
合
法
木
材
の
利
用
が
地
球

環
境
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
を
強
調
す

る
べ
き
、
森
林
関
連
法
規
だ
け
で
な
く
、

社
会
環
境
関
連
の
法
規
も
遵
守
す
る
べ

き
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　
最
後
に
荒
谷
座
長
が
、
違
法
伐
採
総

合
対
策
推
進
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
合
法
木
材
ナ
ビ
」
を
世
界
中
の
さ
ま

ざ
ま
な
合
法
木
材
・
持
続
可
能
な
木
材

を
証
明
す
る
シ
ス
テ
ム
の
情
報
交
換
の

窓
口
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
と
表
明
す

る
と
と
も
に
、「
森
林
が
持
続
可
能
な
資

源
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
第
一
歩
と
し

て
、
合
法
木
材
の
Ｐ
Ｒ
が
重
要
だ
」
と

強
調
し
、「
世
界
中
の
　　　　　　　　　　　　の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
築
を
呼
び
か
け
て

閉
幕
し
た
。
　

セ
ミ
ナ
ー
の
合
間
に
は
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

解
説
を
求
め
る
人
々
で
賑
わ

っ
た
。
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講
演
録

「
住
生
活
基
本
法
と
木
材
」

　
　
　
講
師
　
国
土
交
通
省
住
宅
局

　
　
　
　
　
住
環
境
整
備
室
長
　
小
　
田
　
広
　
昭
　
氏

（
二
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ

製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
表
彰
式
で
の

記
念
講
演
よ
り
。）

　
本
紙
既
報
の
と
お
り
、
全
木
連
は
二

月
十
九
日
に
都
内
で
平
成
十
八
年
度
に

実
施
し
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展

示
会
の
入
賞
工
場
の
表
彰
式
を
開
催
し

た
。
式
典
後
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

国
土
交
通
省
住
環
境
整
備
室
長
の
小
田

広
昭
氏
が
、
こ
の
ほ
ど
制
定
さ
れ
た
住

生
活
基
本
法
と
木
材
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
講
演
し
た
。
そ
の
中
で
、
ユ
ー
ザ

ー
は
木
材
に
つ
い
て
性
能
志
向
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

　
木
材
に
つ
い
て
は
、
品
質
・
性
能
重

視
に
移
行
す
る
機
会
が
過
去
に
何
回
か

あ
り
、
最
近
で
は
「
住
宅
の
品
質
確
保

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
品
確
法
）
が

そ
う
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
む
ら
く
は
、

そ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
な
し
え
な
か
っ
た
。

今
回
の「
住
生
活
基
本
法
」は
、
そ
の
意

味
で
は
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
品
確
法

の
二
の
舞
に
は
し
た
く
な
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
て
、
今
回
の
講
演
に
な
っ
た
。

　
こ
の
間
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
は
と

い
え
ば
、
①
平
均
寿
命
二
十
数
年
と
い

う
長
期
間
の
生
活
に
耐
え
ら
れ
な
い
家

の
ス
ト
ッ
ク
が
増
え
た
。
②
木
造
住
宅

建
築
技
術
者
は
若
年
者
不
足
で
、
定
年

が
な
い
か
ら
或
る
日
突
然
後
継
者
が
い

な
く
な
る
。
③
日
本
国
中
ど
こ
へ
行
っ

て
も
同
じ
建
物
ば
か
り
。
④
こ
れ
も
住

宅
の
影
響
か
？
家
庭
崩
壊
、
住
宅
を
舞

台
に
し
た
青
少
年
犯
罪
の
多
発
⑤
森
林

の
荒
廃
⑥
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
地
球
温
暖

化
、
構
造
計
算
書
偽
装
事
件
な
ど
人
類

へ
の
警
鐘
。
構
造
計
算
書
偽
装
は
、
利

益
を
追
求
す
る
の
は
よ
い
が
、
モ
ラ
ル

あ
っ
て
の
話
し
。
木
造
戸
建
て
で
も
あ

っ
た
。
構
造
計
算
は
第
三
者
が
再
チ
ェ

ッ
ク
す
る
必
要
と
な
っ
た
、
他
人
事
で
は

な
く
木
造
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
住
生
活
基
本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

政
策
の
方
向
と
し
て
は
、
数
だ
け
で
は

な
い
良
質
な
住
宅
の
供
給
。
良
好
な
居

住
環
境
整
備
、
消
費
者
利
益
の
擁
護
、

障
害
者
等
の
住
宅
な
ど
居
住
の
安
定
確

保
な
ど
、
従
来
の
戸
数
の
計
画
で
は
な

く
な
っ
た
。

　
全
国
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
展
開
の

方
向
と
し
て
最
重
要
は
ス
ト
ッ
ク
重
視
。

良
い
物
を
つ
く
り
、
き
ち
ん
と
手
入
れ

し
、
長
く
大
切
に
使
う
と
い
う
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
、
住
宅
を
転
売
す
る
ご

と
に
消
費
税
が
か
か
る
と
い
う
現
状
に

対
し
、
市
場
重
視
の
方
向
か
ら
、
市
場

機
能
の
阻
害
要
因
の
除
去
、
消
費
者
利

益
の
擁
護
を
は
か
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
建
築
規
制
の
合
理
化
な
ど
木
造
建
築

を
建
て
や
す
い
環
境
の
整
備
を
は
か
り

ま
す
。
①
木
造
三
階
建
て
集
合
住
宅
に

対
す
る
構
造
制
限
の
合
理
化
。
②
建
築

規
制
の
性
能
規
定
化
に
伴
う
合
理
化
、

つ
ま
り
性
能
さ
え
あ
れ
ば
木
造
で
も
よ

い
と
い
う
こ
と
。
③
構
造
計
算
用
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
。
④
国
に

よ
る
木
造
建
築
技
能
者
の
育
成
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
戦
後
の
住
宅
・
建
築
政
策
を
振
り
返
る

　
　
住
宅
・
建
築
政
策
が
も
た
ら
し
た
も
の

　
　
新
し
い
住
宅
政
策
の
萌
芽

田
口
太
望
氏
　
逝
去

　
奈
良
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
会
長
、

全
木
連
理
事
、
全
木
協
連
理
事
の
田
口

太
望
氏
は
二
月
二
十
一
日
に
逝
去
さ
れ

た
。
六
十
四
歳
だ
っ
た
。
葬
儀
は
橿
原

市
営
斎
場
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は

長
男
の
和
明
氏
。

　
木
材
の
メ
ッ
カ
奈
良
県
桜
井
市
で
木

材
業
を
経
営
。
昨
年
五
月
に
奈
良
県
木

連
の
会
長
に
就
任
し
、
十
一
月
の
全
木

連
、
全
木
協
連
の
総
会
で
役
員
に
選
任

さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
残

念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
講
演
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
住

宅
行
政
の
立
場
か
ら
、
将
来
へ
の
あ
り

方
を
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
話
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
た
い
。

戦
後
は
大
量
の
住
宅
不
足
の
時
代
。
こ

の
よ
う
な
止
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
っ

た
こ
の
時
期
は
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
よ

う
な
政
策
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

時
間
を
か
け
て
伝
統
的
な
木
造
住
宅
を

造
る
と
い
う
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
在
来
工
法
と
か
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

が
登
場
し
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
時
々
の
政
策
課
題
が
あ
っ
て
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
木
造
住
宅
に
と

っ
て
は
失
わ
れ
た
三
十
年
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。
熟
練
大
工
が
減
っ
て
、

プ
レ
カ
ッ
ト
が
主
流
と
な
り
、
住
宅
が

工
業
製
品
と
同
じ
尺
度
だ
け
で
評
価
さ

れ
、
木
造
住
宅
の
様
々
な
価
値
観
が
崩

壊
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
関
東
大
震
災
以
来
、
木
は
弱

い
、
木
は
燃
え
や
す
い
と
い
う
先
入
観

が
定
着
し
、
長
期
に
わ
た
る
「
木
造
冬

の
時
代
」
が
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
も

大
学
で
は
木
造
建
築
を
学
ぶ
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
受
講
希
望

者
が
増
え
て
お
り
、
希
望
が
持
て
ま
す
。

　
住
宅
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
カ
ラ
な
も

の
を
求
め
た
が
る
傾
向
が
あ
る
が
、
阪

神
地
震
の
後
で
さ
え
、
国
民
の
七
割
は

木
造
住
宅
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
国
民
の
支
持
を
住
宅
生
産
者
は
真

摯
に
受
け
止
め
て
き
た
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
も
な
い
。
メ
ー
カ
ー
の
求
め
る

も
の
は
、
安
定
供
給
と
か
価
格
と
か
品

質
と
か
。
一
般
の
大
工
が
、
木
材
に
つ

い
て
も
つ
イ
メ
ー
ジ
は
、
価
格
が
不
明
、

将
来
性
が
分
か
ら
な
い
な
ど
。「
大
工
育

成
塾
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
手
作
り
で

家
を
作
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、

我
々
も
本
物
の
木
材
を
集
め
よ
う
と
探

し
た
が
、
集
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
木
材
業
者
も
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
読

み
誤
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。「
日
経

ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
」と
い
う
雑
誌
に
、
こ

れ
に
近
い
結
論
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
①
「
ば
ら
つ
き
を
嫌
う
住

宅
生
産
者
」
と
「
生
き
物
で
あ
る
木
を

調
理
す
る
の
が
建
築
技
術
者
と
言
う
木

材
業
者
」
の
溝
は
深
い
。
②
自
然
素
材

と
い
う
言
葉
が
木
材
業
者
が
品
質
保
証

を
断
る
方
便
に
な
っ
て
い
る
。
③
自
称

Ｋ
Ｄ
材
は
出
回
っ
て
い
る
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
認

証
材
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
製
材
所
を
信

じ
る
し
か
な
い
状
況
。
④
自
称
天
然
乾

燥
材
も
多
い
が
含
水
率
を
表
示
し
た
も

の
は
少
な
い
。
⑤
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
は

無
垢
乾
燥
材
に
対
し
て
特
別
割
増
価
格

を
設
定
。
⑥
木
材
業
者
は
ユ
ー
ザ
ー
が

性
能
志
向
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
な
い
。
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プレカットの動向
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での待ち時間
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仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
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建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

保ち合い

平成19年3月25日（日曜日） （第588号）（第三種郵便物認可）

　
農
林
水
産
省
の「
製
材
統
計
」に
よ
る

と
、
平
成
十
八
年
の
製
材
用
素
材
入
荷

量
は
二
千
四
十
四
万
三
千
k
。
う
ち
、

国
産
材
は
一
千
二
百
一
万
九
千
k
で
、

前
年
に
比
べ
三
・
八
％
増
加
し
、
外
材

の
入
荷
量
八
百
四
十
二
万
四
千
k
を
上

回
り
、
全
体
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
因
み
に
外
材
は
前

年
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
。

　
製
材
統
計
は
、
月
次
調
査
で
あ
る
た

め
、
そ
の
集
計
値
を
、
同
じ
農
林
水
産

省
の
年
次
調
査
で
あ
る
年
計
値
と
単
純

に
比
較
は
出
来
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の

参
考
に
は
な
り
、
一
般
に
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
国
産
材
製
材
素
材
の
引
き
合
い

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
外
材
の
中
で
は
、
米
材
と
北
洋
材
が

比
較
的
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
い
が
、

米
材
が
若
干
増
加
し
た
の
に
対
し
北
洋

材
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
国
産
材

の
伸
び
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
代
替
も

含
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
に
よ
る
と
こ
ろ
の
国

産
材
、
外
材
を
合
わ
せ
た
製
材
品
の
出

荷
量
は
一
千
二
百
七
十
三
万
四
千
k
で

年
毎
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

平
成
　　
年
の
製
材
用
素
材
入
荷
量

１８
　
　
　
　
　
　
　
国
産
材
が
伸
び
る

平成18年製材用素材入荷量 単位：千k
月　　別
平成18年1月

2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

計

合　計 国産材 外　材

19年2月分集計表
モニター数65　　回答数49　　回収率75％

増加41％（20）
増加37％（18）
上昇51％（25）
上昇65％（32）

増加63％（31）
増加51％（25）
上昇51％（25）
上昇57％（28）

強　含　み
44％（19）
50％（20）
73％（30）
48％（21）
38％（16）

増　　加
31％（14）

減少20％（10）
減少20％（10）
下降　2％（　1）
下降　2％（　1）

減少　4％（　2）
減少10％（　5）
下降　2％（　1）
下降　2％（　1）

弱　含　み
　2％（　1）
　2％（　1）
　5％（　2）
　2％（　1）
12％（　5）

減　　少
　0％（　0）

保ち合い
54％（23）
48％（19）
22％（　9）
50％（22）
50％（21）

変わらず
69％（31）

変わらず39％（19）
変わらず43％（21）
変わらず47％（23）
変わらず33％（16）

変わらず33％（16）
変わらず39％（19）
変わらず47％（23）
変わらず41％（20）

モニター数102　　回答数71　　回収率69％

増加36％（25）
増加28％（19）
上昇46％（32）
上昇72％（50）

上昇40％（27）
上昇51％（35）

強　含　み
56％（22）
61％（17）
75％（27）
76％（45）

1ヵ月以内
95％（18）

減少34％（24）

下降　3％（　2）

減少　6％（　4）
減少13％（　9）
下降　1％（　1）
下降　0％（　0）

弱　含　み
　3％（　1）
　3％（　1）
　3％（　1）

1ヵ月以上
　0％（　0）

下降　1％（　1）
減少33％（23）

　5％（　3）

41％（16）
36％（10）
22％（　8）
19％（11）

1ヵ月
　5％（　1）

変わらず30％（21）
変わらず39％（27）
変わらず53％（36）
変わらず25％（17）

変わらず44％（31）
変わらず51％（35）
変わらず59％（40）
変わらず49％（33）

1,618
1,671
1,823
1,688
1,711
1,698
1,617
1,573
1,652
1,784
1,813
1,795
20,443

904
1,002
1,084
939
967
1,001
895
906
997
1,043
1,159
1,122
12,019

714
669
739
749
744
697
722
667
655
741
654
673
8,424

増加50％（35）
増加36％（25）


